
柴田町新図書館基本構想

ビジョン 参考事例

第１回柴田町新図書館建設検討委員会 令和5年6月30日

宮城大学事業構想学群 平岡研究室



１）美祢市立図書館基本構想

2021年11月策定 美祢市教育委員会

基本理念

歴史(むかし)をたずね、現在(いま)を知り、未来(あした)を育む、わたしたちの「ひろば」

基本理念を実現するために５つの役割と4つの取り組みを取り決めている。木をモチーフとし
た構成図にすることで、新しい図書館の役割を果たすために4つの取り組みが重要であるとい
うことが図で分かりやすく表現されている。

美祢市HPより



美祢市ではこれまで3館体制で図書館の運営を行っていたが、今後は
美祢図書館が中央図書館の役割を果たし、3館や他の図書館とのネッ
トワークを形成する「美祢システム」を構想している。

新図書館の利用イメージ

・中央・地域図書館間で本の貸し借りの連携

・0歳児検診時に絵本の提供、絵本の読み聞かせイベント、図書空間
の近くにカフェ

→子育て世代への支援

・レファレンスの充実

・県や保育園等、他の施設との連携

・新刊のリクエスト 等

美祢市HPより



２）前橋市立図書館新本館基本構想

2022年4月策定 前橋市教育委員会

ビジョン

対話による多様な学びがある知のひろば

図書館を「本や他者との対話を促し、多様な声に耳を傾ける場所」と定義しており、
利用者の要求に柔軟に答えられる広場のような場所を目指す。

市民との対話の場として「学生」「司書」「建築」の3テーマでワークショップを開
催

前橋市HPより



2019年6月 読書バリアフリー法 施行、前橋市における外国人人口の増加

→障がいや言語など多様性を尊重した図書館づくり

新図書館の基本方針と取り組み

①学び、知力を「支える」ー子どもの読書スペース、読み聞かせ、館外での読
書普及活動

②専門性を「いかす」ー図書館員の人材育成、司書と学芸員の連携により市の
財産を利用者と共有する

③対話を「ひらく」ー案内表示な利用説明の多言語化、外国語図書の充実、ユ
ニバーサルデザイン、交流スペースの設置、カフェなど立ち寄りやすい空間の併
設

④文化を「つなぐ」ー周辺の文化施設との連携、図書館運営サポーター制度、
分館や他館とのネットワーク強化

前橋市HPより



３）豊中市（仮称）中央図書館基本構想

2021年2月策定 豊中市教育委員会

コンセプト

つながる。わたしの図書館で。

豊中市立図書館の特色

①子ども読書活動の推進…おはなし会、子育てサロン、乳幼児サービスなど

②市民・活動団体とともに歩む…市民ボランティア、図書館サポーター制度

③団体貸出…学校・放課後こどもクラブ・福祉施設等への貸出

④レファレンスサービスと情報発信…全国のレファレンス事例をインターネット

等で提供、自然災害等の情報収集

⑤課題解決の取組み…「医療・健康情報」「多文化共生」「ビジネス・就労」

「子育て・DV」4つの各テーマの講座の実施

⑥豊中市立図書館評価システム…図書館サービスの向上、地域との情報共有

豊中市HPより



４）小松市未来型図書館基本構想

2023年3月策定 小松市未来型図書館づくり推進チーム

ビジョン

こまつを編む。こまつを巡らす。

ーまちの「情報」・まちの「つながり」・まちの「とき」ー

コンセプト

人の営みや情報の核となる拠点（こまつベース）

持ちより共有し、出会う場（こまつコモンズ）

ともにつくり、育む場（こまつキャンパス）

小松市HPより



施設が担っていく3つのコンセプトは相互に作用
し融合している関係を表している。

互いに重なり合い、補い合いながら各要素が持
つ役割を発揮することでビジョンの実現を目指
す。

3つの要素が重なり合った中心には、「ともにつ
くる図書館をつくる」のテーマのもと、「共に
創る」を据えている。

小松市HPより

未来型図書館に必要と考えられる役割（機能）



５）新富谷市民図書館整備基本構想

2017年策定 富谷市

理念

歴史を受け継ぎ、未来をつくる市民の、市民による、市民のための知の広場

・歴史を受け継ぎ→2020年に開宿400年を迎えた「奥州街道宿場町」

・市民による市民のための図書館→図書館の整備や開館後の運営も市民と協働
で行う

センター館を中心に、富谷市内の他の公民館と連携をはかる。

学校や施設、黒川郡内の図書館類似施設や県内の他の図書館とも連携

・人が動く→各図書館のコレクションや空間に特色をもたせ、すべての図書館
を巡りたくなる仕組みとする。

・本が動く→本の配送回数を増やす。県図書館とも連携し、富谷市民図書館
ネットワークにない資料も貸出しできるようにする。

・人が動き、本が動く→自宅や近隣施設への本の宅配サービス

富谷市HPより



機能・サービス案

・利用者カード→在住・在勤・在学に加え、市への定住を考えている人、故郷に戻りたいと考える出身者、出張や観光で市へ頻繁
に来ている人への発行

・資料→本だけでなく子どもの遊び道具や介護用品等、市の活性化や生活向上のために有効なものの貸出し

・地域資料→市の発展史の記録、マーチングバンドや伝承舞踊等の市民活動(紙だけでなく動画資料も残す)、まちの様子(ドローン
撮影、ウェブから視聴できるよう検討)

・市民による新たな知的創造活動→図書館のウェブサイト上に富谷市の写真を投稿できるページを作成する。写真撮影のための講
習やワークショップを行う。地元のお年寄り・文化人へのインタビュー動画を図書館で編集・保存する。

・市のイベントへの出張サービス→とみや国際スイーツ博覧会では富谷市のスイーツにまつわるパネル展示、お菓子作りの本、ス
イーツマップ等の関連資料を揃える。

富谷市HPより
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